
（別紙１） 

令和元年１２月５日 

 

只見町議会議長 齋藤 邦夫 様 

 

                           広報広聴常任委員会 

委員長 目黒 仁也 

 

只見町議会報告会報告書 

 

只見町議会基本条例に基づき実施した議会報告会について、下記のとおり報告します。 

記 

１． 開催日時及び場所 

 令和元年１２月１日（日） 

     午前１０時００分～ 只見振興センター 

     午後 １時００分～ 朝日振興センター 

     午後 ３時３０分～ 明和振興センター 

２．出席議員 齋藤邦夫議長、酒井右一副議長、鈴木征議員、藤田力議員、 

       佐藤孝義議員、大塚純一郎議員、中野大德議員、目黒仁也議員、 

       山岸国夫議員、鈴木好行議員、目黒道人議員 

３．総括 

１２月１日（日）、３地区３会場での開催を実施した。議会からは、「若者定住と子

育てしやすい町づくり」、現在議会改革として議論を進めている「議員のなり手不足」

の２テーマを掲げ、町民から意見を聞くとともに、町民の皆様が普段抱えている課題

等について意見を徴した。３地区とも活発な中身の濃い報告会だったが、それは一方

課題が多いという背景もある。今後は、意見を整理し議会内部でその分析や今後の対

応等について協議する必要があり、議長には全員協議会の開催をお願いしたい。特に、

議員定数と報酬については、なり手不足解消という視点で活発な意見が出された。 

なお、配布資料、各地区からの意見は以下のとおり。 

（１） 本会議における議決報告／令和元年６月から令和元年１１月会議迄 

（２） 各常任委員会の活動報告／３常任委員会 

（３） 特別委員会の活動報告／決算特別委員会 

 （４） 各地区意見 

      ①只見振興センター（一般参加者２７名、終了時間：午前１１時４４分） 

・向山道路陳情、素早い対応に感謝している。 

・町下庁舎は仮庁舎なのか、本庁舎なのか。今後、本庁舎建設計画をしっ

かりと示してほしい。 

・只見線再復旧を控え、只見駅周辺の開発計画がない。中心市街地活性化



  

計画も実行されていない。しっかりとした計画を。 

・計画をしたことの実効性が確保できるのか。 

・ＪＲ只見線の待ち時間が長い、開通前に改善を。 

・上下分離方式になった場合、固定資産税はどうなるのか。 

・診療所の看護師不足対策はどうなっているか。町で人材育成から担って

はいかがか。 

       ・中央病院から派遣の看護師確保もしっかりと継続させてほしい。 

・広報無線が新しくなったが、１回の放送ではやはり不便だ。せめて２回

は放送してほしい。 

       ・放送の方法も改善してほしい。（分かり易い言い方に） 

       ・来年は町議選、町長選がある。無投票にならないように努力してほしい。 

       ・議会、町長はもっと町民の声を聞くべきだ。積極的な対話を。 

・只見小の入学生が今年３人だ。重く受け止め、英知を結集して対策を。 

       ・今の議員報酬では生活できない。意欲ある人は誰でも立候補できるよう

に議員報酬を考えるべきだ。定数や日当制なども含め、検討してほしい。 

       ・水害の無い町を国・県と協力して目指してほしい。 

      ②朝日振興センター（一般参加者２０名、終了時間：午後２時２６分） 

       ・「八十里越」の開通を見据え、「道の駅」計画の進捗状況は。 

       ・役場庁舎は今後どうなるのか。 

       ・空き家対策が進んでいない。町での買い上げは可能か。 

       ・熊、イノシシ等による被害が増えている。対策はどうなっているのか。 

       ・子どもの遊ぶ遊具が壊れたままの公園がある。対策を。 

       ・若者定住政策、子育て支援政策はどのようにしているのか。 

       ・町としてＰＲ不足ではないか。 

       ・中心市街地活性化構想は現在どのようになっているのか。 

       ・「八十里越」開通前に「道の駅」や中心市街地の整備をしてほしい。 

       ・農業従事者への支援等、もっと積極的に町外へＰＲすべきだ。 

       ・診療所の現状はどうなっているのか。 

       ・看護師だけでなく、介護員、理学療法士、作業療法士も不足している。

正職員として積極的に募集してほしい。 

       ・議員定数は町人口に対して適正か。 

       ・議員の定数を減らすことは民意の反映を考慮すると、反対だ。 

 ③明和振興センター（一般参加者１３名、終了時間：午後５時１５分） 

       ・議会報告会の日時を年間計画等で周知できないか。子どもを連れてでも

参加できる仕組みを考えてほしい。 

       ・「八十里越」の開通、ＪＲ只見線の再開通を見据えた町の対策は。 

・子どもの遊び場、特に冬に屋内で遊ばせる場所がない。対策を。 

  ・議員のなり手不足には議員への諦め感もあるのではないか。住民不安も

大変多い。経済的余裕がある人しか立候補できない現状を変えるべき。 



  

  ・性別、年齢、職業によって、抱える問題が違う。幅広い意見を聞くため

にも定数を増やしてほしい。 

・政治と住民の信頼関係の構築が必要、一緒に地域課題を考えてほしい。 

・１２月末で閉店予定の商店がある。住民の利便性を考慮し、対応策を考

えてほしい。 

・イノシシ等の農作物被害が増えている。対策を。 

・避難所の公民館等、２階にトイレがない建物ではお年寄りが大変不便だ。 

考えてほしい。 

       ・圃場整備が必要だ。早急な対策を。 

・職員の萎縮が見られるのではないか。議員各位は職員を育てる意識で接

してほしい。 

・保育所の３歳未満児のお遊戯会が中止になった。保育士の数が足りない

のでは。 

・保育所で給食がない日の弁当持参も考えてほしい。（南会津町を参考に） 

・障害児対応のできる保健師を確保してほしい。 

・子育てしやすい環境づくりをしてほしい。 

                                   以上 


